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MRI（Mentoring Role Instrument），MFS（Mentoring Functions Scale），MFQ
（Mentoring Functions Questionnaire）などが開発された（Ragins and McFarlin,
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ことは少なくなり，個人としてはたくさんのメンターを抱える必要性が生じて

































Baugh and Scanduraや Kirchmeyerがメンターの人数と成果変数との関係を調
査したのに対し，メンターの人数だけではなく，提供される支援の量にも注目














































































































































⑴ 将来のキャリアに備え，必要な教育や指導を行ってくれる。 3．43 1．12
⑵ 他部署の人に折を見て引き合わせてくれる。 3．09 1．15
⑶ 私が望むキャリア目標を達成するためのアドバイスをしてくれる。 3．39 1．07
⑷ 期限までに仕事が終わりそうにないとき，手伝ってくれる。 3．60 1．09
⑸ 新しい知識や技能（スキル）を学べる機会を与えてくれる。 3．73 1．00
⑹ 私の手本となるような人物である。 3．70 0．94
⑺ 何でも相談できる人物である。 3．69 0．87
⑻ 私が話すことを私の気持ちになって聞いてくれる。 3．60 0．89
⑼ 仕事以外でも付き合ってくれる。 3．20 1．04
⑽ 仕事に行き詰まっていたり，困っていたら助けてくれる。 3．96 0．78



















⑴ 将来のキャリアに備え，必要な教育や指導を行ってくれる。 2．75 1．12
⑵ 他部署の人に折を見て引き合わせてくれる。 2．74 1．05
⑶ 私が望むキャリア目標を達成するためのアドバイスをしてくれる。 2．77 1．10
⑷ 期限までに仕事が終わりそうにないとき，手伝ってくれる。 3．25 1．11
⑸ 新しい知識や技能（スキル）を学べる機会を与えてくれる。 3．13 1．07
⑹ 私の手本となるような人物である。 3．08 1．02
⑺ 何でも相談できる人物である。 3．21 1．04
⑻ 私が話すことを私の気持ちになって聞いてくれる。 3．23 0．91
⑼ 仕事以外でも付き合ってくれる。 3．01 0．99
⑽ 仕事に行き詰まっていたり，困っていたら助けてくれる。 3．50 0．96
⑾ 仕事上でわからないことがあれば，教えてくれる。 3．76 0．95
表2 1対多関係におけるメンタリングの質問項目と記述統計量（平均値と標準偏差）
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問3 ⑶ 私が望むキャリア目標を達成するためのアドバイスをしてくれる ．936 ．066 －．096
問3 ⑴ 将来のキャリアに備え，必要な教育や指導を行ってくれる ．924 －．123 ．042
問3 ⑸ 新しい知識や技能（スキル）を学べる機会を与えてくれる ．701 －．012 ．152
問3 ⑵ 他部署の人に折を見て引き合わせてくれる ．612 ．166 －．020
問3 ⑻ 私が話すことを私の気持ちになって聞いてくれる －．043 ．856 ．062
問3 ⑺ 何でも相談できる人物である ．032 ．789 ．034
問3 ⑼ 仕事以外でも付き合ってくれる ．035 ．663 －．029
問3 ⑽ 仕事に行き詰まっていたり，困っていたら助けてくれる －．074 －．027 ．990
問3 ⑾ 仕事上でわからないことがあれば，教えてくれる ．073 ．063 ．639





問2 ⑶ 私が望むキャリア目標を達成するためのアドバイスをしてくれる ．948 ．066 －．173
問2 ⑴ 将来のキャリアに備え，必要な教育や指導を行ってくれる ．882 －．029 ．004
問2 ⑸ 新しい知識や技能（スキル）を学べる機会を与えてくれる ．766 －．078 ．101
問2 ⑵ 他部署の人に折を見て引き合わせてくれる ．435 ．205 －．103
問2 ⑺ 何でも相談できる人物である －．052 ．898 ．003
問2 ⑻ 私が話すことを私の気持ちになって聞いてくれる ．028 ．715 ．111
問2 ⑼ 仕事以外でも付き合ってくれる ．104 ．617 －．046
問2 ⑽ 仕事に行き詰まっていたり，困っていたら助けてくれる －．004 ．111 ．749
問2 ⑾ 仕事上でわからないことがあれば，教えてくれる ．270 －．063 ．644


























⑴ 1対1関係 ⑵ 1対多関係 t値
平均 平均
キャリア的機能 3．4 3．03 4．27**
心理・社会的機能 3．47 3．26 2．62**

























⑴ 上司 ⑵ 先輩 ⑶ 同期 ⑷ 後輩 F値 多重比較の結果
（n＝104） （n＝85） （n＝6） （n＝22） （Tukey-Kramer法）
キャリア的機能 3．6 3．47 3．96 1．98 30．21** 1－4，2－4，3－4
心理・社会的機能 3．56 3．46 3．44 3．11 2．01
ヘルピング機能 3．8 4．07 3．94 3．59 4．13** 1－2，2－4
表7 支援者ごとの提供される支援の比較
*p＜．01





















⑴ 1対1関係有り ⑵ 1対多関係無し t値
平均 平均
キャリア的機能 3．03 2．28 6．32**
心理・社会的機能 3．26 2．69 5．04**

























⑴ 上司 ⑵ 先輩 ⑶ 同期 ⑷ 後輩 ⑸ 無し F値 多重比較の結果
（n＝104）（n＝85） （n＝6） （n＝22）（n＝111） （Tukey-Kramer法）
キャリア的機能 3．07 3．1 3．33 2．47 2．28 13．65** 1－5，2－4，2－5
心理・社会的機能 3．37 3．16 3．61 3．06 2．69 8．26** 1－5，2－5
ヘルピング機能 3．65 3．64 3．83 3．59 2．96 9．85** 1－5，2－5，4－5
表9 1対1関係における支援者ごとの1対多関係から受ける支援の比較
*p＜．01
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